
令和７年度

学 校 要 覧

人間，社会，自然への愛と畏敬の念を深め，豊かな知恵と創造性に満ちた教育に

 よって次のような生徒の育成を目指す。

「人間性豊かで 向上心に満ち 夢をもって 磨き合う生徒」

（１）広い視野で考え，表現・実践できる生徒
（２）豊かな心を持ち，相手の立場や意思を尊重し，共に支え合う生徒
（３）心身ともに健康で，たくましい生徒

めざす生徒像

学校教育目標

気仙沼市立気仙沼中学校
〒988-0073
宮城県気仙沼市笹が陣４番１号
℡：0226(22)6989 FAX：0226(22)6988
E-mail：kesennuma-chu@kesennuma.ed.jp
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令和６年(2024年)４月，条南中学校との統合を経て，新たな未来に向かって歩み始めた新生気仙沼中学校



■自主的・自治的な学校市（生徒会）活動の実践

　■ICT（タブレット等）を活用した授業づくり

　■校内研究及び教科指導の充実

◯個別最適な学びと協働的な学びの充実

○生徒が安心して授業に参加し，お互
　 いに認め合い，高め合う学級づくり

○校内研究推進による授業改善

○家庭学習と連動した授業づくりの推進

○ICT教育推進のための環境整備と生徒の
活用能力の推進

○英語教育の充実

○学校市活動の更なる活発化と自己肯定感
を高めるための支援

○認め合いを基軸とした居心地のよい学年
及び学級づくり

○感謝の気持ちを大切にして，心に届くあい
さつの実践

○お互いを思いやり，協働の精神を培う縦割
り活動の実践

○勤労の尊さや人の役に立つ喜びを醸成す
る清掃活動や緑化活動，環境整備活動の充
実

○規則正しい生活習慣の定着に向けた，家
庭との連携による「早寝，早起き，朝ごはん」
の実践

○徒歩通学の啓発と屋外での運動の推進

○健康教育及び食育等の推進

○自己目標に向かって粘り強く取り組む姿勢
と達成感醸成のための運動の実践

◯心とからだのバランスを重視した成長の推
進

自ら考え学び，授業で「楽しい・分か
る・できる」を味わうことができるよう
にする。

人権を尊重し，温かい人間関係を築く
ことができるようにする。

■道徳教育の充実 ■体力・運動能力の向上

＜学力の保障と成長の保障を支える主な活動＞

人間，社会，自然への愛と畏敬の念を深め，豊かな知恵と創造性に満ちた教育によって次のような生徒の育成を目指す。
「人間性豊かで　向上心に満ち　夢をもって　磨き合う生徒」

■確かな学力をそなえる

めざす学校像 めざす教師像

（１）使命と責任を自らに問い，実践する教師
（２）生徒一人一人の学びを最大限引き出し，
　　　主体的な学びを支援する教師
（３）家庭や地域社会と連携・協働する教師

学　　校　　経　　営　　方　　針

　生徒の未来のために，学び合い・
高め合いのある，魅力ある教育活動
を推進し，地域と協働する学校

めざす生徒像

（１）広い視野で考え，表現・実践できる生徒
（２）豊かな心を持ち，相手の立場や意思を尊重し，共に支え合う生徒
（３）心身ともに，健康でたくましい生徒

　　（４）社会の創り手として，地域とつながり，地域を愛し，社会に貢献する学びの実現

　　（５）学びの継続性を確保するパートナー学校群による「小中連携教育」の推進

■特別活動の充実による集団生活の向上

　（代表委員会，委員会活動，集会活動，縦割り班活動）

■運動部活動の活発化

■感染症対策の徹底

■メディア・コントロール・チャレンジの推進

■協働的な学び ■保健委員会の生徒による活動

◇学校運営協議会の設置と活動　　　◇地域と連携した学校経営　　　　◇豊かな体験活動

　■探究学習の推進

　■外部講師の積極的な活用

■部活動を通してのよりよい人間関係

具体的内容

■豊かな心をはぐくむ ■からだと心をきたえる

　■単元指導計画の充実

　■実効性のある家庭学習(AIドリル等の活用)

令和７年度　学校経営ビジョン

 ・ 宮城県教育基本方針
 ・ 宮城県気仙沼教育事務所学校教育の方針
 ・ 気仙沼市教育大綱<第２期＞
 ・ 気仙沼市教育基本方針

　　（６）コミュニティ・スクールの活性化による学校の魅力化の実現

気仙沼市立気仙沼中学校

　・生徒の実態
　・社会，地域，保護者の願い
　・地域の特性

学校教育目標

重　点　努　力　事　項

　　（１）自ら考え学ぶ授業づくりの実践

　　（２）生徒のよさを引き出し，自己肯定感を高めるための確かな支援

　　（３）「居がい」のある安全・安心な学校づくりと自律的な学校生活を送るための支援と指導

目標に向かい，体力向上や健康増進に取
り組むことができるようにする。



月 行 事

４月 始業式 入学式 避難訓練（地震・津波） 不審者対応訓練 PTA総会 市学力調査① 全国学力状況調査

５月 宿泊学習（１年） 市民大会（生徒会総会） 地区中総体

６月 １学期中間テスト 地区中総体陸上競技大会 合唱コンクール

７月 修学旅行（３年） 職場体験（２年） 地区駅伝大会 授業参観 吹奏楽コンクール地区大会 県中総体 教育相談

８月 教育相談 実力テスト（全学年） 学校保健委員会 吹奏楽コンクール県大会

９月 １学期期末テスト 小中合同引渡訓練 学校市選挙（生徒会選挙） 地区中体連新人大会

１０月 １学期終業式 2学期始業式 Kフェス 運動祭

１１月 教育相談 避難訓練（火災） ２学期中間テスト 指導主事学校訪問

１２月 小学校６年生中学校訪問 授業参観 市学力調査② アンサンブルコンテスト地区大会

１月 実力テスト（全学年） １年リアスアーク訪問

２月 授業参観 ２学期期末テスト ３年生を送る会

３月 卒業式 東日本大震災追悼行事 震災遺構見学（１・２年） 修了式 離任式

【主な行事予定】

一、われら市民は日本国民であるとともに世界の一員として平和を愛好する。

一、われら市民は真理と正義に生き幸福を追求する。

一、われら市民は勤労と責任をもって学校の美化に努める。

一、われら市民は健康を旨とし純潔を尊び規則を守り学校市の秩序を維持する。

一、われら市民は個人の価値を尊重し敬愛と協力により明朗な学校市の建設を誓う。

【気仙沼中学校学校市市民信条】

【教育課程の編成】

学 年 学級数 男 女 計

1 年 ３ ３８（３） ３８（３） ７６（６）

2 年 ２ ４６（１） ２９（２） ７５（３）

3 年 ３ ３９（２） ４８（２） ８７（４）

計 ８〈４〉 １２３（６） １１５（７） ２３８（１３）

【学級数・生徒数】

（ ）：特別支援学級在籍生徒の内数 ＜＞：特別支援学級の外数

年間合計授業時数

領域 必 修 教 科
道徳 学活

総合的
な学習
の時間

合 計
学年 教科 国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保体 技･家 英語

１ 140 105 140 105 45 45 105 70 140 35 35 50 1015

２ 140 105 105 140 35 35 105 70 140 35 35 70 1015

３ 105 140 140 140 35 35 105 35 140 35 35 70 1015

特別支援学級[すまいる１組（知的学級），２組（自閉症・情緒学級），すまいる３組（病虚弱学級），すまいる４組（難聴学級）

教科 国語 数学 音楽 美術 保体 技･家 英語 生活 自立 作業 道徳 学活 総合 合計

すまいる1（２年） 105 105 35 35 105 35 ３５ １４０ 70 175 35 35 70 1015

すまいる１（３年） 105 105 45 45 105 ３５ 70 １７５ 70 175 35 35 70 1015

教科 国語 社会 数学 理科 音楽 美術 保体 技･家 英語 自立 作業 道徳 学活 総合 合計

すまいる2（１年） 105 １０５ 140 105 45 45 105 70 105 70 35 35 50 1015

すまいる3（１年） 105 １０５ 140 105 45 45 105 70 105 70 35 35 50 1015

すまいる4（３年） 105 140 1４０ 140 35 35 105 35 105 35 35 35 70 1015



気仙沼市立気仙沼中学校
〒988-0073 宮城県気仙沼市笹が陣４番１号

 TEL 0226-22-6989 FAX 0226-22-6988
Ｅ－mail kesennuma-chu@kesennuma.ed.jp 
WEBサイト http://www.kesennuma.ed.jp/kesennuma-cyuu/
生 徒 数    238名
校 長   佐 々 木 伸

め ざ す 学 校 像

生徒の未来のために，学び合い・高め合いのある

魅力ある教育活動を推進し，地域と協働する学校

学 校 経 営 方 針

⑴ 自ら考え学ぶ授業づくりの実践

⑵ 生徒のよさを引き出し，自己肯定感を高めるための確かな支援

⑶ 「居がい」のある安全・安心な学校づくりと自律的な学校生活を送るための支援と指導

⑷ 社会の創り手として，地域とつながり，社会に貢献する学びの実現

⑸ 学びの継続性を確保するパートナー学校群による「小中連携教育」の推進

⑹ コミュニティ・スクールの活性化による学校の魅力化の実現

め ざ す 生 徒 像

⑴ 広い視野で考え，表現・実践できる生徒
⑵ 豊かな心を持ち，相手の立場や意思を尊重し，共に支え合
う生徒

⑶ 心身ともに健康で, たくましい生徒

め ざ す 教 師 像

⑴ 使命と責任を自らに問い,実践する教師
⑵ 生徒一人一人の学びを最大限に引き出し, 主体的な学び
を支援する教師

⑶ 家庭や地域社会と連携・協働する教師

学 校 教 育 目 標
人間，社会，自然への愛と畏敬の念を深め，豊かな知恵と創造性に満ちた教育によって次のような生徒の育成を目指す。

「人間性豊かで 向上心に満ち 夢をもって 磨き合う生徒」

総合的な学習の時間の充実
～個人探究を通して～

学校市（生徒会）を中心とし
た生徒の主体的な活動の充実

今年度より，気仙沼小学校、新城小学校と連
携し、中学校の専科教諭による「算数」の授業
が実施・試行されています。小中の学びの継続
性・連続性を大切にしながら、児童の学びの支
援を行うとともに、小中の教科指導に関わる意
見交換、情報の共有を図り、より充実した教科指
導、生徒理解に結びつける実践となっています。

小中連携（パートナー学校群）
による学びの継続性の確保

気仙沼中学校では、学校を一つの市に見立て，生
徒会活動を「学校市活動」と呼んでいます。これま
で学校創設の歴史に基づき、生徒の自治的活動が
推進されてきました。市長（生徒会長）を中心に，各
委員会が主体となり，様々な生徒会活動が工夫さ
れています。各種委員会活動を始め、運動祭、合唱
コンクール等の学校行事も、生徒が自主的かつ主
体となって練習を重ね，行事を成功に導いています。
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合唱コンクール

今年度より、探究的な見方・考え方を働かせ、
地域の「人」「もの」「こと」に関わる総合的な学
習の時間を充実させるために「個人探究」に重
点を置き、実践しています。外部機関と連携し、
教職員の「探究」に係る認識と理解の向上を図
り、「ＳＤＧｓ」と関連させた課題設定及び課題解
決から「個別最適化」や「Ｗell-being」を目指
し、「持続可能な社会へ参画する」意識と姿勢の
伸長を図っています。ピカピカの日

理科の授業の様子運動祭

地域と連携した地域協働活動

今年度より、「学校運営協議会」が本格的にスタートし、コ
ミュニティ・スクールとして地域の方々と連携した「協働」で実
施される活動が協議されています。活動は「学習支援部」「環
境整備部」「学校安全部」の3グループに編制され、「学習支
援の在り方」「学習環境の整備」「安全管理の徹底」について
どのようなアプローチが可能か等、活発な意見が交わされて
おります。地域とともにある学校として、より充実したカリキュラ
ムを展開し、学校の魅力化に努めています。

充実した学校安全指導

気仙沼中学校では、防災学習に加え「学
校安全指導の充実」を図っています。「不審
者対応訓練」「小中合同救命救急講習」「小
中合同引渡訓練」や部活動中、登校中など
様々な状況下を想定した「避難訓練」を実施
し、生徒及び教職員の防災・安全意識の向
上に努めています。


